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および 

【学校評価アンケート集計】 



取組分野

学校関係者
評価書提言

に対する考え

中期取組
目標

振り返り

・インスタグラムの投稿など、情報発信が積極的で東高校や子どもの様子を知ることができ、中学生や地域の方々にも東高校の雰囲気が伝わるようになっている。広報活動として今後も続けてほしい。生徒評価はど
の項目も満足度が高く、充実した学校と感じる。
・総合的な探究の時間は、教職員評価は低いが、生徒の評価は高い。社会生活を送るために必要な資質・能力をもっと生徒に身につけさせたいと、教職員の目標値が高いと感じられる。
・働き方改革では、労働基準法・部活動ガイドラインの研修を職員向けに行い、フレックスや振替の取組から超過勤務時間は減少している。教職員評価については今後の期待の表れでもある。
・「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校づくりにこれほど多くの教職員が力を入れていることが大変印象的である。

・情報化社会の利点をいかし、これからも学校の魅力ある取組についてインスタグラムやホームページを活用して情報発信に努めていきたい。
・総合的な探求の時間については、学校内外の人的資源を活用しながら、SDGｓをはじめ社会の様々な取組について生徒が触れる機会を設け、生徒の課題探求の意識を高めていきたい。
・教職員の働き方改革については、教職員の部活動ガイドラインの遵守と共に生徒や保護者へも理解をいただけるよう説明の場の設定を進めていきたい。

・国際交流については、サンディエゴのPOWAY高校と姉妹校締結でき、次年度以降生徒や教職員を派遣し、交流を深めていく土台作りができた。
・メタバーススクールモデル校として、メタバースセンターを新設し、メタバース空間やVRゴーグルを用いた授業等を始めることができた。令和７年度は、国際交流をはじめ、授業や特別支援教育等に更に活用を進め
ていきたい。
・教職員全体に対して「生徒の活動を支援する東高校」の意識を高めると共に、組織の名称についても変更を行った。令和７年度以降、行事等を生徒に積極的に委ね、生徒の主体的な活動を支援する体制を整えて
いきたい。

いじめへの対
応

〇いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、日常的な情報共有、一人ひとりの生徒理解に努
め、「いじめ防止基本方針」に則りいじめの未然防止と早期発見に努め、いじめの解決に向け
て組織的に取り組みます。

○校内のいじめ認知の意識改革ができ、学校全体で同じ方向を向けて取り組めるようになった。
○ヒアリングシートを統一し、データ保管に変更したことで、どの職員でもスムーズにヒアリングができ、また該当生徒へ
の継続指導がしやすく、職員間で共有しやすくなった。
○「いじめ防止基本方針」の見直しを行った。SNSの使用や、肖像権についての指導には力を入れる必要がある。

学校関係者
評価書提言

危機管理

〇生徒の安全・安心を第一に、学校の危機管理に全教職員で取り組みます。
〇生徒の防災・減災等、危機管理に対する意識を高める指導を充実させます。

〇土砂災害警戒情報発令時の生徒への対応及び連絡について見直した。
〇地震発生時の避難場所を教室とし、生徒には安否確認を知らせるアプリの登録をし、動作確認をしている。
〇次年度以降は、生徒及び教職員が一緒になって訓練に参加し、生徒の安全を第一に考えた連絡方法のあり方を検
証できる訓練を計画する。

学校に関する
情報公開

〇学校情報の正確・迅速な発信に努めます。
〇ホームページやインスタグラム等を適切かつ有効に活用した情報公開に努めます。
〇新しい時代に合った生徒募集を実施し、アドミッション・ポリシーの浸透を図ります。

〇「すぐーる」を有効活用し、情報の発信が円滑に行われるようになった。
〇本校ではＣＭＳではなく独自のホームページを作成することにより他との差別化を図っている。また、インスタグラムも
活用し、多くのニーズに答えられるよう努めた。

学校経理
施設・設備
情報の管理

〇公金・準公金の適正な執行に対する意識を高め、計画的な執行を行います。
〇施設・設備の老朽箇所等の修繕等を進めます。
〇個人情報の取扱いの重要性を確認し、情報の管理を徹底します。

〇公金と教員が関わる準公金など適正な処理をのため研修を行うことはもちろん、丁寧な会計処理を行ってきた。
〇法定定期点検（１２条点検）をはじめ消防点検など施設の定期的な点検を行い常に施設設備等の修繕を行い校内の
安全に努めている。
〇個人情報の取り扱いについては自席による研修を行った。

保護者・地域等
との連携協力

〇学校運営協議会、PTAとの連携により開かれた学校づくりを推進します。
〇ESD推進にあたり、外部機関等との積極的な連携を検討します。
〇近隣の保育園や小中学校との交流事業を推進します。

○学校運営委協議会およびPTAとの連携により開かれた学校づくりは、概ね実現できているとの評価を得ている。特に
PTA活動が積極的に行われ、連携もうまくいっている。今後は、開かれた学校を家庭だけでなく地域へアピールしていく
ことが課題である。

キャリア教育
進路指導

〇模試の回数増や面談の時期を見直し、生徒の意向に沿った進路指導の充実を図っていきた
い。進路ガイダンスや進路相談の内容を厳選しより効果的な進路指導を実践していきます。
〇新課程入試への対応策を検討し、しなやかに移行期間に対応していきたい。生徒に対する
効果的な指導に向けて、進路希望等の情報共有をはかり定期的な職員研修会を実施します。

○推薦者に対しての指導手順に課題がある。来年度、推薦説明会の複数回実施や時期の検討の必要がある。
○保護者からのアンケートより担任を含めた進路指導に関する評価が課題であるのを感じる。学年進路からの情報発
信の回数や集会での情報発信は以前よりも高い。コロナ禍において大学に出向くことや予備校に出向いての勉強会に
参加する職員が著しく少なくなっている。進路指導に対する意識改革をしていく必要がある。

保健指導
環境美化

〇生徒の心身の健康についての意識を高めるとともに、発生した課題については、迅速かつ丁
寧な対応を行います。感染症予防について継続的に指導を進めます。
〇校内の学習環境の美化に努めるとともに、ゴミの減量と分別に向け主体的に考え行動できる
ような指導を行います。

〇健康診断の事後措置や個別の保健指導を適切に行い、健康意識の向上に努めた。また、日々生徒の課題に向き合
い、関係職員と情報共有し、多角的な生徒対応につなげた。感染症対策は、社会状況に基づき継続した指導が必要で
ある。
〇教室にゴミ箱を置かず「ゴミの持ち帰り」を推進した結果、ゴミを減らそうという意識は少しずつ高まっていると感じる。
ユネスコスクールとして文化祭でのゴミの多さ（コンテナ２台必要）を考えるべきではないかと感じている。

特別活動
部活動

〇バランスよく配置した特別活動・部活動等をとおして、責任感、自己肯定感、社会参画や世界
に向けた意識を高め、多様性を尊重した豊かな人間関係を構築する力を育成し、学校生活の
充実を図ります。（特別活動・部活動）
〇部活動を通して社会性を基本的な社会性と協調性を育み、個の能力を引き出す環境を整え
進めていきます。（部活動）

○「バランスよく配置した…学校生活の充実を図っている」の質問に対して、教職員は約64%、保護者は約76%「実現でき
ている」と回答している。今後も、生徒が主体的・自主的に人間関係を構築していけるように支援していくことが必要であ
る。
○部活動をしている生徒が多く部活動をとおして人間関係を構築し、学校生活を豊かにできたとしている生徒は75％以
上となっているが、さらに顧問や家庭、生徒が共通の意識を持って活動していくために課題がある。そのため部活動の
意義ややりがいなど生徒だけでなく保護者や顧問が共有しながら行っていく必要がある。

生徒指導
教育相談

（特別支援）

〇教育理念を踏まえ、社会との関わりをとおして生徒に自己肯定感を醸成し、集団や社会の一
員としてよりよい生活を築こうとする態度を育成します。
〇特別支援校内委員会を定期的に開催し、生徒の実態把握と支援について、組織的に解決に
向けて取り組む体制の強化とスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用した
関係機関との連携を推進します。
○通級の体制を整え、生徒・保護者の抱える課題について寄り添い支援します。

○日頃からSC・SSWとの情報共有を行い、対応すべき際には瞬時に連携し保護者支援に向けて動くことが出来た。
○通級指導の校内内規を作成し、ケース会議で授業担当者全員で意思疎通を図りい支援策を出し合えたことにより、
巡回指導の成果が得られた。
○多様なニーズに対応した学習確保についても全職員で前向きな取り組む必要がある。(特別支援)

○カリキュラムポリシーを理解し、ESを軸とした教育課程構築のため、全ての教員が目標を共
有して意見交換を活発にしながらカリキュラムマネジメントを進めます。
○「主体的・対話的で深い学び」の共通理解と実践例の研修と授業における実践を進めます。
○「論理的思考力」と「高いコミュニケーション」の育成に関する実践例の研修と授業における実
践を進めます。

○「十分に、または概ね実現できている」と教職員の50％に満たない状態である。全ての教員が目標を共有して意見交
換を活発にしながらカリキュラムマネジメントを進めることが必要である。
○「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、生徒の資質。能力の向上のを図る傾向に教員が注視していくことが必
要である。
○「論理的思考力」と「高いコミュニケーション」の育成における実践例を構築していくことが課題である。

教科指導

〇生徒のニーズに応える質の高い授業、ICTを積極的に活用する等、ICT支援員と連携をしな
がら効果的・効率的な授業を研究、実践します。
〇全ての教科･科目においてICTを用いて「主体的・対話的で深い学び」を実践し、観点別評価
により、生徒の振り返りと教員の授業改善を実施します。

〇「十分に実現できている、または概ね実現できている」が約50％となっていることもあり、全ての教員が実践できるよう
になることが課題である。ICT機器をを活用し、効果的・効率的な授業を実践できるようにする。
〇ICT機器を活用した「主体的・対話的で深い学び」を実践し、観点別評価による授業改善を前向きに取り組んでいける
ような取り組みが必要である。

中期
学校
経営
方針
にお
ける
13の
取組
分野

教育目標等
の設定・実施

〇本校の学校教育目標、中期学校経営方針、スクール・ミッション及びスクール・ポリシーにつ
いて理解を深め、目標の達成に向けて会議等のあらゆる場面で意見交換の活性化を図りま
す。

〇スクールミッションやスクールポリシーの教職員への周知では年度当初に校長からの学校運営についての説明の中
で行われた。また、校内に掲示するなど生徒たちへの紹介もされている。
〇HPを利用して、情報公開に努めた。

組織運営
（働き方改革）
教職員研修

〇主幹教諭及び各分掌主任の学校運営に対するリーダーシップを高めるとともにミドルリー
ダーの積極的な学校運営への参画を図る。
〇教職員が意欲と責任を持って校務を遂行、支援できるチーム力を高めます。
〇「働き方」の視点を持ち、効率的に校務を行う意識の向上を図ります。

〇組織運営では、クラス担任の負担軽減のために担任団の人数を増やし、担任団から選出する委員の数を減らした。
〇行事・働き方改革推進委員会では、様々な視点から働き方を検証する機会となり、一定程度の成果が得られている。
〇超過勤務の法的研修を実施することで、働き方を考えるきっかけを得ることができた。

教育課程

魅力ある高校
教育の推進

○「主体的・対話的で深い学び」を実践し、教科横断的に学びをつなげる授業の充実を図りま
す。また、ICTを効果的に活用した授業等を研究し、実施します。
○生徒自身が進路を主体的に選択し、生徒の可能性を最大限に引き出すような指導を心がけ
希望する進路を実現したい。生徒一人ひとりに寄り添った相談や支援の充実を図ります。
○特別活動や部活動等、さまざまな活動をとおして、コミュニケーション力、責任感、自己肯定
感、社会参画の意識、多様性の尊重等の育成を図り、持続可能な社会の実現に貢献できる人
材を育成します。

〇クロームブックを最大限に活用し、生徒が主体的に参加する授業が展開がされていた。特にロイロノートを活用した
り、今年度からスタートしたメタバースを利用することで、授業の幅が広がった。
〇本年度も多様な場面で多くの生徒が個々の能力を発揮し、経験を積むことで、持続可能な社会の実現に貢献できる
能力を身に着けている。

 人材育成の取組目標

〇高い人権意識と生徒理解に基づき、生徒、保護者に寄り添った支援のできる人材の育成を
図ります。
〇生徒の興味・関心を喚起し、ICTを活用した授業等を実践する授業力を持った人材の育成を
図ります。
〇学校運営に参画するリーダーシップや相互支援できるチーム力を発揮きる人材育成を図りま
す。
〇主幹教諭、ミドルリーダーの積極的な学校運営の参画やメンターチームの充実等を図り、教
職員の学び合う環境づくり、意欲的に働ける環境の整備を推進します。
〇計画的な校務遂行やICTの積極的な活用等により、業務の効率化、削減、縮減に取り組み、
ライフ・ワーク・バランスの適正化を図り、学び続ける人材の育成を図ります。

〇教職員の人権研修会を行い、人権に対する知識を深めるとともに人権意識をの向上に努めた。
〇ロイロノートの活用方法を研修等で学ぶ機会を設け、授業で有効活用できていた。
〇メンター研修を定期的に行ってきた。初任者だけでなく、幅広いキャリアの教職員が参加し、非常に質の高い学びの
場となった。
〇ミドルリーダーを中心に学校改革の研修を行い、先進校への視察を行った。
〇ＩＣＴ機器の利用では授業だけなくアンケートや連絡手段など生徒にかかわる内容だけでなくデータ処理など業務全
般にクロームブックを使用している。また、丁合機を導入し、作業の効率化が図られた。

自己評価

重点
取組
項目

 「総合的な探
究の時間」の取

組の推進

○「総合的な探究の時間（イーストタイム）」で身に付けた資質・能力を教科等で活用し、生徒の
探究心の育成を教科横断的な視点で実践します。
○教育活動全体でESDの視点を意識し、外部機関等との連携を含めた取組を計画、実践しま
す。また、市立小学校・中学校等との成果の共有や新しい時代に合った国際理解教育の充実を
図ります。

○「総合的な探究の時間（イーストタイム）」で身に付けた資質・能力を、様々な教科でプレゼンテーション・ディスカッショ
ン活動において活用できている。より多くの場面（姉妹校との交流の場など）で生徒の探究心の育成を実施することが
課題である。
○よこはま動物園や企業と連携し、外部機関のESD推進の取組みを学ぶことができた。「総合的な探究の時間（イースト
タイム）」で実施した課題探究の成果を、小・中学校等と共有することができた。国際理解教育の充実については、国際
交流行事を活用し授業内でより身近な異文化理解を重視した取組みを実施した。

多様化する生
徒への支援

〇人権尊重の精神を基盤とし、自他ともに尊重する心や多様性を認め、様々な課題を自分ごと
として捉え、ともに解決していく生徒を育てていく教育をあらゆる場面で実施します。また、諸課
題に対して組織的に対応できる生徒支援体制の充実を図り、より「だれもが」「安心して」「豊か
に」生活できる学校づくりを推進します。

○「十分に、または概ね実現できている」と75％が評価をしており、昨年度と比較すると評価が下がってしまった。全体集
会や年次集会、LHRなどで自他ともに尊敬する心を育てられるよう指導が必要だと感じる。また今年度「自己理解と自己
表現」について考えるをテーマとして職員研修を行ったが、来年度以降も継続して研修を行い、職員全体でより良い学
校つくりを行うことが課題である。

取組目標

令和６年度 東高等学校評価報告書



項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

十分に実現できている 137 151 135 138 165 150 145 146 135 126 146 157 124 141 143 176 145 153 120 154 141 156 154 146 124 168 141 149 125 166 153 178 146 137 150

おおむね実現できている 247 250 223 254 222 237 231 226 232 224 227 248 242 241 254 222 247 230 231 238 241 243 211 211 217 214 219 224 208 233 229 224 246 259 215

あまり実現できていない 44 34 63 36 39 31 33 30 43 54 53 28 59 49 38 27 32 39 35 34 29 28 44 39 57 21 29 27 53 21 37 24 31 30 25

全く実現できていない 12 10 22 11 7 11 10 9 9 12 18 9 13 15 10 11 12 13 12 8 9 7 26 17 32 10 10 10 23 8 12 12 8 10 15

判断できない 22 17 19 23 29 33 43 51 43 46 18 20 24 16 17 26 26 27 64 28 42 28 27 49 32 49 63 52 53 34 31 24 31 26 57

462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462

% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % %
十分に実現できている
おおむね実現できている

83.12 86.80 77.49 84.85 83.77 83.77 81.39 80.52 79.44 75.76 80.74 87.66 79.22 82.68 85.93 86.15 84.85 82.90 75.97 84.85 82.68 86.36 79.00 77.27 73.81 82.68 77.92 80.74 72.08 86.36 82.68 87.01 84.85 85.71 79.00

あまり実現できていない
全く実現できていない

12.12 9.52 18.40 10.17 9.96 9.09 9.31 8.44 11.26 14.29 15.37 8.01 15.58 13.85 10.39 8.23 9.52 11.26 10.17 9.09 8.23 7.58 15.15 12.12 19.26 6.71 8.44 8.01 16.45 6.28 10.61 7.79 8.44 8.66 8.66

判断できない 4.76 3.68 4.11 4.98 6.28 7.14 9.31 11.04 9.31 9.96 3.90 4.33 5.19 3.46 3.68 5.63 5.63 5.84 13.85 6.06 9.09 6.06 5.84 10.61 6.93 10.61 13.64 11.26 11.47 7.36 6.71 5.19 6.71 5.63 12.34

３１
危機管理
生徒の防災・減災等、危機管理に対する意識を高める指導を充実させている。
３２
学校に関する情報公開
ホームページやすぐーる、インスタグラム等を使って、学校情報の正確・迅速な発信に努めている。
３３
学校に関する情報公開
ホームページ等を適切かつ有効に活用した情報公開に努めている。
３４
学校に関する情報公開
新しい時代に合った生徒募集を実施し、アドミッション・ポリシー『〇他者の意見を理解・尊重し、協働して学校生活を送ることができる生徒　〇中学校までの学習において基礎的・基本的な学力を身に付け、知的好奇心と向上心を持
ち、本校で主体的・意欲的に学習や学校行事、部活動などに取り組むことができる生徒』の浸透を図っている。
３５
いじめへの対応
先生たちは、日常的な情報共有、一人ひとりの生徒理解に努め、「いじめ防止基本方針」に則りいじめの未然防止と早期発見に努め、いじめの解決に向けて組織的に取り組んでいる。

令和６年度学校評価【生徒】

２５
学校経理・施設・設備・情報の管理
学校は、施設・設備の老朽箇所等の修繕等を進めている。
２６
学校経理・施設・設備・情報の管理
学校は、個人情報の取扱いの重要性を確認し、情報の管理を徹底している。
２７
保護者・地域等との連携協力
学校は、PTAや地域との連携により開かれた学校づくりを推進している。
２８
保護者・地域等との連携協力
ESD推進にあたり、学校以外の企業や事業所等との積極的な連携を検討している。

１３
教育課程
ユネスコスクールとして、ESDの推進を通して、「言葉の力」と「聴く力」を身につけ、論理的な思考力と高いコミュニケーション力を育成している。
１４
教科指導
先生たちは、生徒のニーズに応える質の高い授業、ICTを積極的に活用する等、効果的・効率的な授業を研究、実践している。
１５
教科指導
全ての教科･科目において「主体的・対話的で深い学び」実践し、観点別評価により、生徒の振り返りと教員の授業改善を実施している。
１６
特別活動・部活動
東高校は、バランスよく配置した特別活動・部活動等をとおして、生徒の責任感、自己肯定感、社会参画や世界に向けた意識を高め、多様性を尊重した豊かな人間関係を構築する力を育成し、学校生活の充実を図っている。
１７
生徒指導・教育相談(特別支援)

東高校は、教育理念を踏まえ、社会との関わりをとおして生徒に自己肯定感を醸成し、集団や社会の一員としてよりよい生活を築こうとする態度を育成している。
１８
生徒指導・教育相談(特別支援)

先生たちは、生徒一人ひとりの様子を見守り、必要に応じてその支援について、組織的に対応している。

７
組織運営（働き方改革）教職員研修
先生たちは「働き方」の視点を持ち、効率的に教育活動を行おうとしている様子が見られる。
８
組織運営（働き方改革）教職員研修
年次の先生たちは、お互いに情報共有し、組織的に教育活動に取り組んでいる。
９
組織運営（働き方改革）教職員研修
日頃の教育活動や様々な行事について、先生たちは共通した意識や考え方で取り組んでいる。
１０
組織運営（働き方改革）教職員研修
先生たちは、お互いに授業を見合ったりするなど、技能向上に向けて研修している様子が見られる。
１１
教育課程
ESDやユネスコスクールとしての活動が東高校の教育課程の核となるような取組が進められている。

２９
保護者・地域等との連携協力
学校は、近隣の保育園や小中学校との交流事業を推進している。
３０
危機管理
生徒の安全・安心を第一に、学校の危機管理に全教職員で取り組んでいる。

１９
生徒指導・教育相談(特別支援)

課題を抱えている生徒・保護者に気付き、組織的に解決に向けて取り組む体制の強化とスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用した関係機関との連携を推進している。
２０
キャリア教育・進路指導
模試などを計画的に実施し、その結果を分析、活用して進路ガイダンスや進路相談を充実させ、生徒の希望する進路実現を図っている。
２１
キャリア教育・進路指導
生徒一人ひとりに対する効果的な指導に向けて、進路希望等の情報共有が先生たちの間でしっかり行われている。
２２
保健指導・環境美化
先生たちは、生徒の心身の健康についての意識を高めるとともに、発生した課題については、迅速かつ丁寧な対応を行っている。
２３
保健指導・環境美化
学校は、校内の学習環境の美化に努めるとともに、ゴミの減量と分別を徹底している。
２４
学校経理・施設・設備・情報の管理
学校は、部活や学校で使用する物品などの購入について、無駄遣いなく適正に執行している。

１２
教育課程
先生たちは、学習指導要領を着実に実施し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、生徒の資質・能力の向上を図りっている。

１
第４期横浜市教育振興基本計画
「総合的な探究の時間」では、生徒が主体的に考え、行動し、課題解決ができるようになっている。
２
第４期横浜市教育振興基本計画
東高校は、人権尊重の精神を基盤とし、自他ともに尊重する心や多様性を認め、「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校づくりを推進している。
３
第４期横浜市教育振興基本計画
先生たちは、知識の定着や技能の習熟を図るために効果的にICT(メタバースを含む)を活用した授業等を研究し、実施している。
４
教育目標等の設定・実施
先生たちは、東高校の学校教育目標『○自ら学び、熱心に学習する生徒を育成します。（知）○豊かな心と健やかな体を育み、他人を思いやる生徒を育成します。（徳・体）○社会の一員として自らの役割を果たすとともに、国際社会の
発展に貢献できる生徒を育成します。（公・開）』などについて、その目標の達成に向けてあらゆる場面で活発に意見交換を図っている。

５
組織運営（働き方改革）教職員研修
担任の先生だけでなく、学年主任や行事担当の先生などのリーダーシップの下、多くの先生たちが積極的に学校運営へ参画している。
６
組織運営（働き方改革）教職員研修
先生たちは意欲と責任を持って教育活動を遂行し、互いに支えながら生徒を指導や支援している。



項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

十分に実現できている 23 36 17 15 13 22 17 21 18 14 20 19 19 15 18 40 31 20 22 26 15 33 37 21 24 31 51 27 27 41 37 52 46 30 25

おおむね実現できている 131 150 93 109 89 86 80 84 69 75 112 133 115 109 121 147 142 93 104 139 75 121 127 101 107 130 149 120 82 125 115 151 153 110 99

あまり実現できていない 30 15 40 19 11 13 12 9 8 8 19 33 47 52 32 17 16 8 20 31 8 14 9 11 39 9 9 13 23 12 23 15 28 23 13

全く実現できていない 7 7 14 2 2 3 4 5 4 2 10 9 9 11 11 15 7 4 5 10 8 10 2 3 5 0 2 5 4 5 1 6 2 3 7

判断できない 55 38 82 101 131 122 133 127 147 147 85 52 56 59 64 27 50 121 95 40 140 68 71 110 71 76 35 81 110 63 70 22 17 80 102

246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246

% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % %

十分に実現できている

おおむね実現できている
62.60 75.61 44.72 50.41 41.46 43.90 39.43 42.68 35.37 36.18 53.66 61.79 54.47 50.41 56.50 76.02 70.33 45.93 51.22 67.07 36.59 62.60 66.67 49.59 53.25 65.45 81.30 59.76 44.31 67.48 61.79 82.52 80.89 56.91 50.41

あまり実現できていない

全く実現できていない
15.04 8.94 21.95 8.54 5.28 6.50 6.50 5.69 4.88 4.07 11.79 17.07 22.76 25.61 17.48 13.01 9.35 4.88 10.16 16.67 6.50 9.76 4.47 5.69 17.89 3.66 4.47 7.32 10.98 6.91 9.76 8.54 12.20 10.57 8.13

判断できない 22.36 15.45 33.33 41.06 53.25 49.59 54.07 51.63 59.76 59.76 34.55 21.14 22.76 23.98 26.02 10.98 20.33 49.19 38.62 16.26 56.91 27.64 28.86 44.72 28.86 30.89 14.23 32.93 44.72 25.61 28.46 8.943 6.911 32.52 41.46

１２
教育課程
学習指導要領を着実に実施し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、生徒の資質・能力の向上を図りっている。

１
第４期横浜市教育振興基本計画
「総合的な探究の時間」では、生徒が主体的に考え、行動し、課題解決ができるようになっている。
２
第４期横浜市教育振興基本計画
人権尊重の精神を基盤とし、自他ともに尊重する心や多様性を認め、「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校づくりを推進している。
３
第４期横浜市教育振興基本計画
知識の定着や技能の習熟を図るために効果的にICT(メタバースを含む)を活用した授業等を研究し、実施している。
４
教育目標等の設定・実施
本校の学校教育目標、中期学校経営方針、スクール・ミッション及びスクール・ポリシーについて理解を深め、目標の達成に向けて会議等のあらゆる場面で意見交換の活性化を図っている。
５
組織運営（働き方改革）教職員研修
主幹教諭及び各分掌主任の学校運営に対するリーダーシップを高めるとともにミドルリーダーの積極的な学校運営への参画を図っている。
６
組織運営（働き方改革）教職員研修
職員が意欲と責任を持って校務を遂行、支援できるチーム力を高められている。
７
組織運営（働き方改革）教職員研修
「働き方」の視点を持ち、効率的に校務を行う意識の向上を図っている。
８
組織運営（働き方改革）教職員研修
各年次の運営は、情報が共有され組織的取組が円滑に行なわれている。
９
組織運営（働き方改革）教職員研修
会議は効率的に運営されており、教育活動や学校運営の計画等の共通理解が図られる場となっている。
１０
組織運営（働き方改革）教職員研修
教職員が互いに研鑽し、力量を高めることができるように、校内の研究・研修体制が整えられている。
１１
教育課程
カリキュラム・ポリシーに基づき、ESDが本校の教育課程の核となるよう、カリキュラム・マネジメントを進めている。

２４
学校経理・施設・設備・情報の管理
公金・準公金の適正な執行に対する意識を高め、計画的な執行を行っている。

１３
教育課程
ユネスコスクールとして、ESDの推進を通して、「言葉の力」と「聴く力」を身につけ、論理的な思考力と高いコミュニケーション力を育成している。
１４
教科指導
生徒のニーズに応える質の高い授業、ICTを積極的に活用する等、効果的・効率的な授業を研究、実践している。
１５
教科指導
全ての教科･科目において「主体的・対話的で深い学び」実践し、観点別評価により、生徒の振り返りと教員の授業改善を実施している。
１６
特別活動・部活動
バランスよく配置した特別活動・部活動等をとおして、責任感、自己肯定感、社会参画や世界に向けた意識を高め、多様性を尊重した豊かな人間関係を構築する力を育成し、学校生活の充実を図っている。
１７
生徒指導・教育相談(特別支援)

教育理念を踏まえ、社会との関わりをとおして生徒に自己肯定感を醸成し、集団や社会の一員としてよりよい生活を築こうとする態度を育成している。
１８
生徒指導・教育相談(特別支援)

特別支援教育校内委員会を定期的に開催し、生徒の実態把握と支援について、組織的に対応している。
１９
生徒指導・教育相談(特別支援)

課題を抱えている生徒・保護者に気付き、組織的に解決に向けて取り組む体制の強化とスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用した関係機関との連携を推進している。
２０
キャリア教育・進路指導
各種効果測定を計画的に実施し、その結果を分析、活用して進路ガイダンスや進路相談を充実させ、生徒の希望する進路実現を図っている。
２１
キャリア教育・進路指導
生徒に対する効果的な指導に向けて、進路希望等の情報共有のため、定期的な職員研修会を実施している。
２２
保健指導・環境美化
生徒の心身の健康についての意識を高めるとともに、発生した課題については、迅速かつ丁寧な対応を行っている。
２３
保健指導・環境美化
校内の学習環境の美化に努めるとともに、ゴミの減量と分別を徹底している。

３５
いじめへの対応
いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、日常的な情報共有、一人ひとりの生徒理解に努め、「いじめ防止基本方針」に則りいじめの未然防止と早期発見に努め、いじめの解決に向けて組織的に取り組みんでいる。

２５
学校経理・施設・設備・情報の管理
施設・設備の老朽箇所等の修繕等を進めている。
２４
学校経理・施設・設備・情報の管理
公金・準公金の適正な執行に対する意識を高め、計画的な執行を行っている。
２６
学校経理・施設・設備・情報の管理
個人情報の取扱いの重要性を確認し、情報の管理を徹底している。
２７
保護者・地域等との連携協力
学校運営協議会、PTAとの連携により開かれた学校づくりを推進している。
２８
保護者・地域等との連携協力
ESD推進にあたり、外部機関等との積極的な連携を検討している。
２９
保護者・地域等との連携協力
近隣の保育園や小中学校との交流事業を推進している。
３０
危機管理
生徒の安全・安心を第一に、学校の危機管理に全教職員で取り組んでいる。
３１
危機管理
生徒の防災・減災等、危機管理に対する意識を高める指導を充実させている。
３２
学校に関する情報公開
学校情報の正確・迅速な発信に努めている。
３３
学校に関する情報公開
ホームページ等を適切かつ有効に活用した情報公開に努めている。
３４
学校に関する情報公開
新しい時代に合った生徒募集を実施し、アドミッション・ポリシーの浸透を図っている。

令和６年度学校評価【保護者】



令和６年度学校評価【地域】

項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9

十分に実現できている 1 2 2 1 1 1 1 1 1

おおむね実現できている 5 4 4 4 4 5 3 4 4

あまり実現できていない 0 0 0 0 0 0 0 0 1

全く実現できていない 0 0 0 0 0 0 0 0 0

判断できない 0 0 0 1 1 0 2 1 0

6 6 6 6 6 6 6 6 6

% % % % % % % % %

そう思う・ややそう思う 100 100 100 83 83 100 67 83 83

あまりそう思わない・そう思わない 0 0 0 0 0 0 0 0 17

判断できない 0 0 0 17 17 0 33 17 0

６．
学校は地域の活動や行事によく協力している。

７．
学校は校舎・グラウンド等の近隣に接している所も清掃し、環境美化に努めている。

８．
生徒は社会貢献（地域清掃や地域のボランティア等の取組）の活動により地域に貢献している。

９．
学校は地域に向けて学校情報の提供をしている。

１．
学校は地域の人材や施設を教育活動に活かしている。

２．
学校は文化祭等の学校行事を通して、地域から信頼される学校を目指している。

３．
学校生活が楽しそうで、生き生きとしている様子の生徒が多くみられる。

４．
生徒は登下校の際のマナーが身についている。

５．
生徒は近隣に迷惑にならないような行動を心がけている。



項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

十分に実現できている 3 3 4 2 3 2 3 9 6 3 2 4 2 3 3 7 4 6 7 4 6 11 15 16 5 13 7 8 8 6 6 7 6 3 5

おおむね実現できている 18 21 28 19 28 16 18 27 26 28 24 34 21 35 35 28 30 35 41 35 42 36 30 32 28 37 37 35 36 35 39 37 40 32 38

あまり実現できていない 29 22 18 27 16 26 27 13 18 18 21 13 23 12 11 14 15 4 3 11 5 3 8 0 13 1 3 4 3 9 7 6 6 9 6

全く実現できていない 1 7 4 4 5 8 4 2 2 4 3 3 3 2 3 3 3 3 0 2 1 2 0 0 7 1 1 0 0 3 1 1 0 3 4

判断できない 3 1 0 2 2 2 2 3 2 1 4 0 5 2 2 2 2 6 3 2 0 2 1 6 1 2 6 7 7 1 1 3 2 7 1

54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54

% % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % %
十分に実現できている

おおむね実現できている
38.89 44.44 59.26 38.89 57.41 33.33 38.89 66.67 59.26 57.41 48.15 70.37 42.59 70.37 70.37 64.81 62.96 75.93 88.89 72.22 88.89 87.04 83.33 88.89 61.11 92.59 81.48 79.63 81.48 75.93 83.33 81.48 85.19 64.81 79.63

あまり実現できていない

全く実現できていない
55.56 53.70 40.74 57.41 38.89 62.96 57.41 27.78 37.04 40.74 44.44 29.63 48.15 25.93 25.93 31.48 33.33 12.96 5.56 24.07 11.11 9.26 14.81 0.00 37.04 3.70 7.41 7.41 5.56 22.22 14.81 12.96 11.11 22.22 18.52

判断できない 5.56 1.85 0.00 3.70 3.70 3.70 3.70 5.56 3.70 1.85 7.41 0.00 9.26 3.70 3.70 3.70 3.70 11.11 5.56 3.70 0.00 3.70 1.85 11.11 1.85 3.70 11.11 12.96 12.96 1.85 1.85 5.56 3.70 12.96 1.85

５
組織運営（働き方改革）教職員研修
主幹教諭及び各分掌主任の学校運営に対するリーダーシップを高めるとともにミドルリーダーの積極的な学校運営への参画を図っている。
６
組織運営（働き方改革）教職員研修
職員が意欲と責任を持って校務を遂行、支援できるチーム力を高められている。
７
組織運営（働き方改革）教職員研修
「働き方」の視点を持ち、効率的に校務を行う意識の向上を図っている。
８
組織運営（働き方改革）教職員研修
各年次の運営は、情報が共有され組織的取組が円滑に行なわれている。
９
組織運営（働き方改革）教職員研修
会議は効率的に運営されており、教育活動や学校運営の計画等の共通理解が図られる場となっている。

１９
生徒指導・教育相談(特別支援)

課題を抱えている生徒・保護者に気付き、組織的に解決に向けて取り組む体制の強化とスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用した関係機関との連携を推進している。

２０
キャリア教育・進路指導
各種効果測定を計画的に実施し、その結果を分析、活用して進路ガイダンスや進路相談を充実させ、生徒の希望する進路実現を図っている。
２１
キャリア教育・進路指導
生徒に対する効果的な指導に向けて、進路希望等の情報共有のため、定期的な職員研修会を実施している。
２２
保健指導・環境美化
生徒の心身の健康についての意識を高めるとともに、発生した課題については、迅速かつ丁寧な対応を行っている。

１１
教育課程
カリキュラム・ポリシーに基づき、ESDが本校の教育課程の核となるよう、カリキュラム・マネジメントを進めている。
１２
教育課程
学習指導要領を着実に実施し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、生徒の資質・能力の向上を図りっている。

１４
教科指導
生徒のニーズに応える質の高い授業、ICTを積極的に活用する等、効果的・効率的な授業を研究、実践している。
１５
教科指導
全ての教科･科目において「主体的・対話的で深い学び」実践し、観点別評価により、生徒の振り返りと教員の授業改善を実施している。
１６
特別活動・部活動
バランスよく配置した特別活動・部活動等をとおして、責任感、自己肯定感、社会参画や世界に向けた意識を高め、多様性を尊重した豊かな人間関係を構築する力を育成し、学校生活の充実を図っている。
１７
生徒指導・教育相談(特別支援)

教育理念を踏まえ、社会との関わりをとおして生徒に自己肯定感を醸成し、集団や社会の一員としてよりよい生活を築こうとする態度を育成している。
１８
生徒指導・教育相談(特別支援)

特別支援教育校内委員会を定期的に開催し、生徒の実態把握と支援について、組織的に対応している。

１０
組織運営（働き方改革）教職員研修
教職員が互いに研鑽し、力量を高めることができるように、校内の研究・研修体制が整えられている。

３４
学校に関する情報公開
新しい時代に合った生徒募集を実施し、アドミッション・ポリシーの浸透を図っている。

３５
いじめへの対応
いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、日常的な情報共有、一人ひとりの生徒理解に努め、「いじめ防止基本方針」に則りいじめの未然防止と早期発見に努め、いじめの解決に向けて組織的に取り組みんでいる。

２５
学校経理・施設・設備・情報の管理
施設・設備の老朽箇所等の修繕等を進めている。
２４
学校経理・施設・設備・情報の管理
公金・準公金の適正な執行に対する意識を高め、計画的な執行を行っている。
２６
学校経理・施設・設備・情報の管理
個人情報の取扱いの重要性を確認し、情報の管理を徹底している。
２７
保護者・地域等との連携協力
学校運営協議会、PTAとの連携により開かれた学校づくりを推進している。

３３
学校に関する情報公開
ホームページ等を適切かつ有効に活用した情報公開に努めている。

２８
保護者・地域等との連携協力
ESD推進にあたり、外部機関等との積極的な連携を検討している。
２９
保護者・地域等との連携協力
近隣の保育園や小中学校との交流事業を推進している。
３０
危機管理
生徒の安全・安心を第一に、学校の危機管理に全教職員で取り組んでいる。
３１
危機管理
生徒の防災・減災等、危機管理に対する意識を高める指導を充実させている。
３２
学校に関する情報公開
学校情報の正確・迅速な発信に努めている。

２３
保健指導・環境美化
校内の学習環境の美化に努めるとともに、ゴミの減量と分別を徹底している。
２４
学校経理・施設・設備・情報の管理
公金・準公金の適正な執行に対する意識を高め、計画的な執行を行っている。

１３
教育課程
ユネスコスクールとして、ESDの推進を通して、「言葉の力」と「聴く力」を身につけ、論理的な思考力と高いコミュニケーション力を育成している。

令和６年度学校評価【教職員】

１
第４期横浜市教育振興基本計画
「総合的な探究の時間」では、生徒が主体的に考え、行動し、課題解決ができるようになっている。
２
第４期横浜市教育振興基本計画
人権尊重の精神を基盤とし、自他ともに尊重する心や多様性を認め、「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校づくりを推進している。
３
第４期横浜市教育振興基本計画
知識の定着や技能の習熟を図るために効果的にICT(メタバースを含む)を活用した授業等を研究し、実施している。
４
教育目標等の設定・実施
本校の学校教育目標、中期学校経営方針、スクール・ミッション及びスクール・ポリシーについて理解を深め、目標の達成に向けて会議等のあらゆる場面で意見交換の活性化を図っている。
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